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金
滞
古
蹟
志
巻
一

に
賜
は
り
し
邸
地
た
る
よ
し
記
録
に
見
ゆ
。
延
賓
の
金
津
国
を
見
る

に
、
餌
指
町
の
地
に
は
餌
指
の
人
々
あ
り
、
御
小
人
町
の
地
に
は
御

小
人
何
人
と
記
殺
し
た
り
。
さ
れ
ば
延
貨
の
頃
ま
で
も
、
共
の
町
に

居
住
せ
し
事
知
ら
れ
け
り
。
又
寺
枇
門
前
地
と
て
、
寺
院
の
境
内
を

貸
し
渡
し
、
家
屋
を
建
て
た
り
。
此
の
邸
地
は
町
地
の
外
に
て
、
一

種
の
邸
地
也
。
元
は
寺
枇
奉
行
の
裁
許
・
な
り
し
か
ど
、
後
に
は
町
奉

行
の
裁
許
に
て
人
別
は
異
ら
歩
。
叉
線
構
番
人
は
、
或
は
綿
棒
橋

番
人
と
も
呼
ぺ
り
。
外
郭
の
惣
棉
掘
に
架
け
た
る
橋
梁
の
番
人
に

て
、
惣
樽
掘
の
縮
方
を
勤
む
る
番
人
也
。
本
町
・
地
子
町
及
び
武
士
町

共
に
、
右
橋
爪
に
三
・
四
戸
或
は
五
・
六
戸
宛
家
屋
を
立
て
居
住
す
。

い
に
し
へ
は
普
競
合
所
の
裁
許
・
な
り
し
か

E
.
寛
文
元
年
よ
り
町
方

の
裁
許
と
成
り
た
り
。
右
寺
枇
門
前
並
び
に
惣
構
番
人
は
、
門
前
肝

煎
・
惣
樽
肝
煎
と
て
別
に
町
役
人
を
立
て
、
裁
許
方
を
申
付
け
た
り
。

又
枇
地
・
寺
地
は
寺
枇
奉
行
の
裁
許
に
て
.
町
地
の
外
た
り
。
故
に
町

名
も
町
方
の
町
名
に
拘
ら
歩
、
佐
古
よ
り
の
憧
申
し
来
り
し
也
と
云

。

市

街

等

級

萄
藩
中
は
金
海
市
中
を
本
町
・
地
子
町
と
綿
し
、
町
役
の
差
等
あ
り

四
年
利
長
卿
越
中
富
山
よ
り
金
海
へ
還
り
給
ふ
に
よ
り
・
金
府
段

昌
。
此
の
頃
袋
町
・
博
勢
町
・
今
町
・
河
原
町
・
大
工
町
・
竪
町
・
石
浦
町

の
七
街
は
宇
役
銀
と
定
め
ら
れ
、
役
銀
を
出
す
と
也
。
按
・
?
る
に
、

是
は
尾
山
八
町
の
本
町
に
て
本
役
銀
を
出
す
に
よ
り
、
夫
に
錯
し

τ

b
T
役
銀
と
す
る
か
。
此
の
時
右
町
の
外
、
役
町
二
千
軒
、
地
子
町
・

裏
屋
小
路
ま
で
戸
数
凡
て
三
時
五
千
飴
と
あ
り
。
と
い
へ
り
。
平
失

按
宇
る
に
、
右
袋
町
以
下
七
町
は
、
尾
山
八
町
の
後
に
建
て
ら
れ
し

町
地
な
る
に
依
て
、
役
銀
を
用
捨
し
て
八
町
の
半
額
を
割
賞
せ
し
め

ら
る
。
故
に
是
よ
り
本
役
町
を
本
町
と
稽
し
)
枠
役
町
を
ぽ
七
ク
所

と
呼
び
た
る
も
の
也
。
さ
て
右
袋
町
以
下
七
町
ぉ
、
迫
々
金
津
市
中
の

庚
ま
る
に
随
ひ
、
袋
町
・
博
勢
町
・
今
町
・
河
原
町
・
竪
町
・
石
浦
町
の

六
町
は
本
町
に
加
へ
ら
れ
、
新
竪
町
・
博
馬
町
・
鍛
冶
町
・
安
江
木
町
・

石
引
町
・
御
小
人
町
・
四
丁
木
町
・
金
屋
町
の
八
町
を
ぽ
卒
役
町
と
定

め
ら
れ
‘
是
も
後
に
遁
々
・
加
へ
ら
れ
、
十
八
町
と
成
り
た
り
。
然
れ

E
も
奮
稀
に
擦
り
て
倫
後
々
ま
で
七
ク
所
と
呼
べ
り
。
奮
藩
四
冊
定

舎
に
載
せ
た
る
高
治
二
年
の
定
容
に
、

一
.
一
寓
人

一
、
.
一
千
人

本
町
二
拾
七
町

地
子
町
七
町

金
滞
古
蹴
志
巻
一

λ 

博
伽
雑
談
に
、
佐
久
間
玄
蕃
盛
政
尾
山
在
裁
の
頃
の
本
町
を
尾
山
八

町
と
云
ふ
。
所
謂
西
町
・
堤
町
・
南
町
・
金
谷
町
・
松
原
町
・
安
江
町
・
材

木
町
・
近
江
町
是
也
。
と
あ
り
。
三
州
志
来
因
概
見
附
録
に
云
ふ
。

尾
山
八
町
は
佐
久
間
氏
本
町
と
定
住
か
名
目
怠
り
。
A
A
迄
は
凡

τ尾

山
町
と
唱
ふ
と
一
宮
ふ
。
所
踊
八
町
の
中
の
西
町
は
佐
久
間
氏
の
時
正

門
の
向
に
あ
り
、
堤
町
は
共
の
時
代
城
内
に
あ
り
。
南
町
は
そ
の
時

按
の
甫
際
に
あ
り
。
金
屋
町
は
共
の
時
今
の
金
谷
門
前
に
あ
り
。
松

原
町
は
共
の
時
松
原
門
前
に
あ
り
。
材
木
町
は
其
の
時
今
の
紺
谷
坂

漣
に
あ
り
と
云
ふ
。
安
江
町
・
近
江
町
は
共
の
時
代
も
今
の
地
た
り

と
。
平
次
按
宇
る
に
、
右
尾
山
八
町
は
是
金
津
本
町
の
濫
筋
左
り
。

聞
見
雑
録
に
云
ふ
。
利
長
卿
の
時
於
a
伏
見
-
努
紛
失
せ
し
に
、
人
々

打
入
起
請
に
岸
主
計
を
さ
す
。
依
v
之
加
州
に
腸

p
、
法
楽
の
鍛
火
を

見
ぜ
ん
と
金
津
八
町
を
燭
れ
て
、
演
野
川
原
に
て
鱗
火
を
取
す
ま
し

ぬ
。
と
い
ふ
事
見
ね
た
り
。
金
津
八
町
は
、
邸
ち
尾
山
八
町
の
遺
稿

怠
る
ぺ
け
れ
ば
、
利
長
卿
の
時
代
ま
で
も
本
町
を
ぽ
八
町
と
稽
し
た
-

る
た
る
べ
し
。
又
博
伽
雑
談
に
‘
利
長
卿
の
時
代
半
役
町
七
ケ
所
と

て
、
袋
町
・
博
勢
町
・
今
町
・
川
原
町
・
0

大
工
町
・
竪
町
・
石
浦
町
、
是
を

七
ク
所
と
-E
ふ
。
と
あ
り
。
三
州
志
来
因
概
覧
附
録
に
云
ふ
。
慶
長

暫

へ入》

右
年
中
夫
数
如
a
先
規
-
被
a
仰
出
-
候
僚
、
出
入
之
儀
、
割
場
奉
行
切
手
取

置
.
於
昌
御
算
用
場
-
逸
品
勘
定
一
不
足
有
v
之
候
者
三
人
五
分
宛
之
積
を

以
銀
子
可
v
上
v
之
.
渇
上
有
v
之
候
は

r
・
同
前
銀
子
可
v
被
v
下
者
也
。

高

治

二

年

六

月

朔

日

今

枝

部

蕃幡馬

民

前奥滞

回

玄

村同

封因

金

海

肝

右
地
子
町
七
町
は
即
ち
宇
役
七
ケ
所
也
。
金
津
町
合
所
留
記
に
、
元

藤
三
年
十
一
月
及
び
十
二
月
の
爾
度
・
町
奉
行
よ
り
奮
藩
執
政
席
へ

上
申
書
左
の
如
し
。

煎

先
頃
奉
v
伺
候
町
役
之
儀
御
簿
御
座
候
。
最
前
如
=
申
上
一
本
町
は
町
夫

一
寓
入
、
僻
馬
役
銀
四
寅
三
百
八
必
定
役
に
而
、
役
間
五
千
百
七
十

九
間
一
尺
二
寸
に
割
符
仕
候
。
一
間
之
営
り
は
、
町
に
よ
り
年
に
よ

り
多
少
御
座
候
に
付
、
一
聞
に
何
程
営
り
と
申
儀
、
縫
夢
相
極
-
御

座
候
。
子
細
は
菟
に
回
り
、
商
賀
多
き
所
は
高
菟
、
商
費
左
程
に

-F

之
所
は
下
完
に
付
、
完
合
段
々
ー
高
下
御
座
候
。
高
菟
の
鹿
は
、
町
夫
・

停
馬
銀
共
に
多
〈
賞
り
‘
下
菟
の
鹿
は
少
分
に
蛍
り
申
候
。
年
に
よ

丸




